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将来見通しに関する注意事項

本資料に記述している業績予想および将来予測は、
現時点で入手可能な情報に基づいて当社が判断した
ものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれます。

そのため、様々な要因によって、実際の業績が記述
する将来の見通しと異なる結果となる可能性があること
をご承知おき願います。

したがって、投資に関する 終決定につきましては、
上記を踏まえ、投資家の皆様ご自身のご判断で
行われるようお願い致します。

本資料に掲載する情報に全面的に依拠して投資判断
を下されることはお控えくださいますようお願い致します。
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説明内容

トピックス

事業概要

１３年３月期第２四半期 決算概要

１３年３月期通期 業績予想

中期経営計画の取組み
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（単位：百万円）

１３年３月期第２四半期 決算トピックス

エンジン部品の新規ライン立上費用等の増加及び太陽電池関連の
市場低迷に伴うワイヤソー等の売上落込み等の結果、減収減益。

12年3月期 13年3月期

第2四半期 第2四半期 増減額 増減率（%）

売上高 19,206 16,887 △ 2,318 △12.1%

営業利益 1,061 329 △ 732 △69.0%

（対売上比） (5.5%) (1.9%)

経常利益 1,114 299 △ 815 △73.2%

（対売上比） (5.8%) (1.8%)

当期純利益 744 △ 117 △ 862 －

（対売上比） (3.9%) (△0.7%)

対前年同期



グローバル展開の一環として、東南アジアにおける自動車産業の主要地域で
あるタイに生産子会社を設立し、自動車メーカーとの更なる取引拡大を目指す。
エンジン部品の海外生産拠点としては、インドネシア、韓国に次ぐ３拠点目。

（１）名 称 YASUNAGA （THAILAND） CO., LTD.
（２）所 在 地 タイ王国 ラヨーン県 アマタシティ工業団地内
（３）資 本 金 ２．５億バーツ （約６．５億円）
（４）設立年月 ２０１２年１２月
（５）株 主 株式会社安永 （１００％）
（６）事業内容 乗り物部品及び工作機械の製造、販売
（７）敷地面積 約３０，４００㎡
（８）操 業 ２０１４年夏頃
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トピックス①

タイに新たな子会社設立を決定



韓国100％出資子会社の韓国安永株式会社において、北米自動車メーカー
からのエンジン部品の新規受注が決定 （初の受注案件）

（１）製品名 コネクティングロッド

（２）納入先 韓国、欧州、北米、南米の各生産拠点

（３）量産開始 ２０１４年秋予定

6

トピックス②

韓国安永 量産コンロッド受注
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売上高

168億87百万円
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ワイヤソー

１３年３月期第２四半期 売上高構成（連結）

検査測定装置

工作機械

コネクティングロッド
（コンロッド）

シリンダーヘッド

シリンダーブロック

事業概要

エアーポンプ ディスポーザ

カムシャフト

自動車 88%

太陽電池1%

エンジン部品

78%

機械装置

13%

環境機器ほか

9%
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自動車メーカーが
内製している

エンジン部品を
当社が生産

エンジン内部に組み込まれる
部品の生産・加工

エンジンの性能、
機能を熟知

高品質、低コストの
製品づくりを提案

【主要取引先】
韓国GM、 トヨタ自動車、三菱自動車、
GMPT、三菱重工業、ダイハツ、
三菱ふそうトラックバス、クライスラー、
クボタ、スズキなど

(29→25％)

(13→12%)

（1→1%）

(2→2%）

(35→40%)

（2→2%） （11→13%）

GMPT、GMHOLDEN
三菱自

韓国GM、スズキ、クボタ、三菱重工、三菱自

三菱重工、三菱自、
スズキ

トヨタ、三菱自、三菱ふそう
ダイハツ、CHR

三菱自、現代自

三菱自、アイシン高丘

三菱自、三菱重工

当社の事業領域 エンジン部品事業

その他（7→5％）

コンロッド、Ｃ／Ｈ、Ｃ／Ｂで全体の約８割を占める(   %)はエンジン部品
製品別売上比率

【12年3月→12年9月】
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ターンキー受注に対応可能

部品事業の

生技ノウハウを

開発、設計に

盛り込む

【主要取引先】
国内自動車メーカー及び関連メーカー（トヨタ系、ホンダ系など）
海外自動車メーカー（韓国、中国など）

注1：工程特化型マシニングセンター

注2：Build Block Systemでセルマシンに組付け

専用機の

豊富な経験から

標準機を開発

セルマシン(注１)で多くの実績

コンロッド、軸物（カムシャフト、
クランクシャフト）加工設備

標準ジグをBBS(注２)

専用機で培ったノウハウを標準化

コンロッドでは
国内外で高い評価

低コスト、高品質の製品づくりを提案

当社の事業領域 機械装置事業（工作機械）



原
材
料

インゴット

検査

切断

当社の事業領域 機械装置事業（太陽電池）
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当社の製品群

スライシング

マルチワイヤソーシングルワイヤソー

粗洗浄

セパレータ 仕上洗浄
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売上高の（ ）は構成比％ 営業利益の（ ）は営業利益率

12年3月期 13年3月期 12年3月期 13年3月期 売上増減理由
第2四半期 第2四半期 第2四半期 第2四半期

12,416 13,110 693 704 618 △85

(64.6%) (77.6%) (5.6%) (5.7%) (4.7%) (△12.1%)

5,459 2,287 △3,172 242 △362 △605

(28.4%) (13.5%) (△58.1%) (4.4%) (△15.9%) -

環境機器 1,331 1,490 159 115 73 △42

その他 (7.0%) (8.9%) (11.9%) (8.6%) (4.9%) (△36.5%)

19,206 16,887 △2,318 1,061 329 △732

(100.0%) (100.0%) (△12.1%) (5.5%) (1.9%) (△69.0%)
合計

対前年増減 対前年増減

エンジン部品

機械装置

営業利益売上高

第２四半期 セグメント別売上高・営業利益（連結）

【前年同期対比】

（単位：百万円）

トヨタ ＋8.6億 韓国GM △3.5億
ダイハツ ＋4.6億 三菱自 △2.0億

GMholden △1.5億

安永クリーンテック

　 売上高　　　　3.2億

　 営業利益　△0.6億

工作機械 △9.7億

ワイヤソー △14.2億

検査測定装置 △7.8億
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金額 構成比(%) 金額 構成比(%)

売上高 19,206 100.0% 16,887 100.0% △12.1% △2,318

売上原価 16,345 85.1% 14,951 88.5% △8.5% △1,394

販管費 1,798 9.4% 1,607 9.5% △10.6% △190

営業利益 1,061 5.5% 329 1.9% △69.0% △732

営業外損益 52 0.3% △30 △0.2% - △82

経常利益 1,114 5.8% 299 1.8% △73.2% △815

税前四半期純損益 1,102 5.7% 323 1.9% △70.7% △779

法人税等合計 358 1.9% 440 2.6% 23.1% 82

四半期純損益 744 3.9% △117 △0.7% - △862

（営業外収益）
為替差益 39 0.2% - - - △39

（営業外費用）
為替差損 - - 8 0.0% - 8
支払利息 43 0.2% 48 0.3% 13.2% 5

（法人税等合計）
法人税等調整額 28 0.1% 314 1.9% - 286

2012年3月期 2013年3月期

増減率(%) 増減額第2四半期 第2四半期
（単位：百万円）

第２四半期 営業外・特別損益増減要因 (連結)

【前年同期対比】

≪ＰＯＩＮＴ≫
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12年3月期
13年3月期
第2四半期

増減額 主たる増減

流動資産 18,193 17,214 △978
固定資産 12,204 11,927 △276
資産合計 30,397 29,142 △1,254
流動負債 12,581 12,218 △362
固定負債 6,878 6,245 △633
純資産 10,937 10,678 △259

負債・純資産合計 30,397 29,142 △1,254

有利子負債 10,119 9,807 △311
自己資本比率 36.0% 36.6% ＋0.6P
一株当たり純資産 914.27円 892.60円 △21.67円

（単位：百万円）

第２四半期 貸借対照表の状況（連結）

流動資産
　現預金 △533百万円
固定資産
　投資その他の資産 △207百万円
 

流動負債
　未払金 △938百万円
固定負債
　長期借入金 △586百万円
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12年3月期
第2四半期

13年3月期
第2四半期

増減額

1,807

△582

△1,369

△130

△348

△407

1,900

△2,047

△533

3,115

営業活動による
キャッシュ・フロー

92

投資活動による
キャッシュ・フロー

△1,464

現金及び現金同
等物の期末残高

3,464

財務活動による
キャッシュ・フロー

961

現金及び現金同
等物の増減額

△403

（単位：百万円）

ＰＯＩＮＴ (主たる要因）

営業活動によるCF 税前利益および減価償却費 ＋1,264
法人税等の還付 ＋　400

投資活動によるCF 有形固定資産の取得 △2,048
財務活動によるCF 有利子負債の減少 △　311

第２四半期 キャッシュ・フローの状況（連結）
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（単位：百万円）

業績予想：１３年３月期売上高・利益の予想（連結）

12年3月期 対前年

通期 期初 見直し 増減率

売上高 36,314 34,200 33,720 △7.1%

営業利益 1,175 900 370 △68.5%

（対売上比） (3.2%) (2.6%) (1.1%)

経常利益 1,055 840 280 △73.5%

（対売上比） (2.9%) (2.5%) (0.8%)

当期純利益 882 470 △60 -

（対売上比） (2.4%) (1.4%) (△0.2%)

一株当たり
当期純利益

1株当たりの配当金 18円 12円 12円 △6円

13年3月期通期予想

73.78円 39.29円 △5.02円 △78.8円
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12年3月期 12年3月期

実績 上期（実績） 下期 通期 実績 上期（実績） 下期 通期

25,085 13,110 11,430 24,540 1,201 618 152 770

(69.1%) (77.6%) (67.9%) (72.8%) (4.8%) (4.7%) (1.3%) (3.1%)

8,459 2,287 3,573 5,860 △76 △362 △238 △600

(23.3%) (13.5%) (21.2%) (17.4%) (△0.9%) (△15.9%) (△6.6%) (△10.2%)

2,769 1,490 1,830 3,320 50 73 127 200

(7.6%) (8.9%) (10.9%) (9.8%) (1.8%) (4.9%) (6.9%) (6.0%)

36,314 16,887 16,833 33,720 1,175 329 41 370

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (3.2%) (1.9%) (0.2%) (1.1%)

その他

合計

13年3月期 計画 13年3月期 計画

機械装置

営業利益売上高

エンジン部品

環境機器

売上高の（ ）は構成比％ 営業利益の（ ）は営業利益率％

（単位：百万円）

業績予想：セグメント別売上高・利益の予想（連結）
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業績予想：セグメント別売上高・利益の予想（連結）

【期初と見直しの対比】 （単位：百万円）

23,960 24,540

775 770

-1000

-500

0

500

1000

1500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

期初 見直し

エンジン部品

6,820
5,860

-165

-600

-1000

-500

0

500

1000

1500

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

期初 見直し

機械装置

3,420 3,320

290
200

-1000
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0
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0

5,000
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15,000

20,000

25,000
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環境機器ほか
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設備投資・減価償却費の推移
（単位：百万円）

予想
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株主還元株主還元

1株当たり年間配当金 EPSの推移

予想
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第３次中期経営計画 重点取組み

３．財務体質の強化

２．新事業の創出

１．グローバルニッチ№１
・地域、顧客、製品での「グロ－バルニッチ№１」を積み重ね、企業価値の向上
・新興国市場の成長性を考え、海外生産拠点の中国、韓国、インドネシアを拡充

基本戦略

・ホームであるアジア地域を強化
・エンジン部品事業の主力製品であるコンロッドで

外製№１を目標
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排
気
量
小大

・ダウンサイジング
・排ガス対策

フェードアウト

オーバーフロー

排
気
量
大

排
気
小

集約

2015年2012年

EURO5

ASEAN域での生産（現地調達）拡大

日本：燃費基準改定

EURO-6

市場・業界動向から見たターゲット

エンジン部品事業の取組み

商談
ライン立上

整備
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エンジン部品事業の取組み

コンロッド事業のグローバル展開コンロッド事業のグローバル展開

東南アジア強化 アウェイへの
攻め

(南北米、欧州)

攻守のバランス

日本守り

アジアの足元固め

材
料
の
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達

鍛造

焼結 従来工法

かち割り
（FS）工法

＜素材＞ ＜加工＞
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
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コンロッド事業の展望

エンジン部品事業の取組み

・韓国／日本 ⇒ 韓国、北米、南米、欧州（グローバルサプライヤーとして）
・インドネシア／タイ ⇒ 東南アジア（現地調達に対応）

【現状】150万本/月 ⇒ 【2016年】180万本/月
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製品名 13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期

コ
ン
ロ
ッ
ド

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド

そ
の
他

新規商談、受注決定、ライン立上状況

エンジン部品事業の取組み
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■設 立 ：１９４９年９月（昭和２４年）

■代表者 ：代表取締役社長 安永 暁俊

■上 場 ：大阪証券取引所 ２部 (１９９６年２月上場）

１単元の株式数 １００株

■事業内容 ：エンジン部品、機械装置（工作機械、ワイヤソー、検査測定装置）、
エアーポンプ及びディスポーザシステムの製造･販売

■資本金 ： ２１億４２百万円 ＜２０１２年３月期＞

■売上高 ：３６３億１４百万円（連結） ＜２０１２年３月期＞

■従業員 ：１，５５６名（連結） ＜２０１２年９月３０日現在＞

■事業所 ：本社（三重県伊賀市）
工場（伊賀市４、名張市１）

■関連会社 ：国内 ４社、海外 ７社（６ヶ国）

プロフィール 補足資料①
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製品技術の歩み 補足資料②

’07

太陽電池用

’09

太陽電池用

’10

固定砥粒加工方式
ウエハー加工一貫ライン

’10

ディスポーザ
システム

’03

ＧＭ社(米)
カムシャフト
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※○印は

過去 高値

ITバブル崩壊
三菱自動車からの受注減
エンジン部品事業の人員削減

IT（情報技術）景気
韓国自動車メーカーから受注
GM向けカムシャフト受注内定

売上・利益の推移（連結）
GM大宇向けシリンダーヘッド納入開始
トヨタ向け国内コンロッド量産納入開始

リーマンショック 08.9
一斉休業実施

補足資料③


